






















































可能であり、年代や居所 の距離などを数量データで示すこともできる。そのため日記よりも客観的に参詣者 情報を集めることができ 旅の目的意識など参詣者の実態をよ 俯瞰 み ことができると思われ 。　
分析にあたっては、比較のため、まずは中世の壁書の状態を把握することか




































記号 建造物 所在地 壁書年代
A 浄土寺　浄土堂　 兵庫県小野市浄谷町 1506−1891
B 朝光寺　本堂 兵庫県加東市 1428−1526
C 興福寺　東金堂 奈良県奈良市登大路町 1559
D 不動院　本堂 奈良県大和高田市本郷町 1570
E 正蓮寺　大日堂 奈良県橿原市小綱町 1470−1692
F 円成寺　本堂 奈良県奈良市忍辱山町 1493−1613
G 金剛寺　薬師堂 大阪府河内長野市天野町 1504
H 福勝寺　本堂 和歌山県海南市下津町 1512−1820
I 金峯山寺　本堂 奈良県吉野郡吉野町 1573−1591
J 般若寺　経蔵 奈良県奈良市般若寺町 1573−1576
K 三明寺　本堂内宮殿 愛知県豊川市豊川町 1578
L 当麻寺　薬師堂 奈良県葛城市 1581
M 吉野水分神社　拝殿 奈良県吉野郡吉野町 1663−1865
N 永保寺　開山堂 岐阜県多治見市虎渓山町 1672
O 青蓮寺　阿弥陀堂 熊本県球磨郡多良木町 1789−1832
P 出釈迦寺　本堂 香川県善通寺市 1793−1886
Q 飯盛寺　本堂 福井県小浜市 1816−1877









記号 建造物 所在地 壁書年代
A 浄土寺　浄土堂　 兵庫県小野市浄谷町 1506−1891
B 朝光寺　本堂 兵庫県加東市 1428−1526
C 興福寺　東金堂 奈良県奈良市登大路町 1559
D 不動院　本堂 奈良県大和高田市本郷町 1570
E 正蓮寺　大日堂 奈良県橿原市小綱町 1470−1692
F 円成寺　本堂 奈良県奈良市忍辱山町 1493−1613
G 金剛寺　薬師堂 大阪府河内長野市天野町 1504
H 福勝寺　本堂 和歌山県海南市下津町 1512−1820
I 金峯山寺　本堂 奈良県吉野郡吉野町 1573−1591
J 般若寺　経蔵 奈良県奈良市般若寺町 1573−1576
K 三明寺　本堂内宮殿 愛知県豊川市豊川町 1578
L 当麻寺　薬師堂 奈良県葛城市 1581
M 吉野水分神社　拝殿 奈良県吉野郡吉野町 1663−1865
N 永保寺　開山堂 岐阜県多治見市虎渓山町 1672
O 青蓮寺　阿弥陀堂 熊本県球磨郡多良木町 1789−1832
P 出釈迦寺　本堂 香川県善通寺市 1793−1886
Q 飯盛寺　本堂 福井県小浜市 1816−1877






42 1573 元亀4年3月18日 甲州鶴之郡八村 周尊1人 南無阿弥陀仏 A








天正 相州中郡さくら ― 16□□ I
45 1576 天正4年8月13日 □（総か紀か）州□ 板倉次郎三郎
同道　金杉太郎四朗
西国一見見□□□ J
46 1578 天正6年… 高野山□大黒院□ ― （あらなく）/このてら門
/さまこいし
K
47 1581 天正9年閏７月9日 長州萩津 ― 此表一見□幸 L
48 1588 天正16年□1月 ― ― 金□□□ん匁 I
49 1588 天正16年7月1□□ 相州中郡 16人 順礼/村衆2人□之□□□ I
50 1603 慶824日 常陸 ― まかへ A
51 1604 慶長9年大ひ日正月 ― ― ― E
52 1609 慶長14年5月□□日 ― 乗□（毎の下に水） 旅の途中 F
53 1613 慶長18年 ― ― 男色 F
54 1614 慶長20年5月12日 越前国北方 松崎刑部卿只1人 かた… A
55 1615 慶長20年5月□1日 ― ― かた□… A
56 1641 寛永18年10月6日 ― ―（参詣者） ―（刻書） H
57 1663 寛文3年5月朔日9ツ時 ― ― 修行/祈祷 M





59 1714 正徳4年正月18日 ― ― 能番組 M
60 1746 延享3年4月8日 ― 伊保瓦重　　　　　
長三
― A
61 1774 安永3年4月5日 ― ― 御陽行房致物也 M
62 1777 安永6年卯月21日 大坂曽根崎三丁目 蔦屋新兵衛 参詣仕候/村田屋 懇意内 A
63 1782 天明2年4月18日 遠州秋葉山麓犬居□ 尾浜武右エ門
同行18叶
参候 A
64 1786 天明6年6月27日 赤穂上郡 梅川 参ル A
65 1789 寛政元年8月9日 ― 3人□/□□/□□/考典 参詣 O
66 1793 寛政正年4月12日 勢州津町（○に心） 14人 百人講 P
67 1797 寛政9年正月20日 播列 三木市右エ門 ― A
68 1807 文化4年3月23日 武州足立郡塚越村 同行4人 ― A
69 1814 文化11年8月3日9ツ時 阿州阿波郡西ノ川村 武蔵 奉順礼西国三十三所霊 A
70 1816 文化13年正月16日 遠敷郡たら庄村 高鳥［　］…吉… 参詣 Q
71 1818 文化15年正月23日 ― ― ― A
72 1820 文政3年 ― ―（参詣者） ― H
73 1820 文政3年5月3日 同国印南郡中筋村 亀田定石衛門 此堂参詣仕候 A







天保〔　〕4月 ― 石井三… ― P
76 1832 天保3年2月15日 大坂 瀧屋藤太郎 参詣 A
77 1832 天保3年… ― ― 2… O
番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
−48−−49−
【表２】壁書一覧
番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
1 1430 永享2年 ― ― □/南無大悲観世音菩薩 B
2 1470 文明2年5月21日 ― ― 花押 E
3 1493 明応2年4月14日・結日21日 ― ― 南無阿弥陀仏 F
4 1493 明応2年 ― ― 開山年/仏像安置年 F
5 1495 明応4年2月21日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠 F
6 1497 明応6年8月19日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠/9度参籠所願
成就
F
7 1500 明応9年正月21日 ― 山伏両法女人 諸国一見 F
8 1503 文亀3年6月27日 ― ― 南無阿弥陀仏 F
9 1503 文亀3年8月 ― 栄俊
栄順
彼岸中参籠 F
10 1504 永正元年卯月 ― ― 南無…（貫欠） G
11 1506 永正3年 当国印南群□村 ― 南無阿弥陀仏 A
12 1508 永正5年2月17日 ― 2人 １７日参籠 F
13 1512 永正9年5月16日 ― ― ― H
14 1513 永正10年8月13日 ― ― 彼岸 F
15 1514 永正11年8月吉日 ― ― ― H
16 1514 永正11年8月□日 ― 善円 併御仏意相者… F
17 1515 永正12年5月4日 ― ―（参詣者） ― H
18 1515 永正12年3月24日 ― 22人 ― F
19 1515 永正12年潤2月7日 ― 宗禅入道 17日参籠 F
20 1516 永正13年9月11日 ― 円海
藤徳
17ヶ日参籠 F
21 1527 大永7年 役人専光坊 少弐　大学 ― A
22 1527 大永7年 ― ― ― A
23 1529 享禄2年 ― 純意 南無阿弥陀仏 A
24 1529 享禄2年3月18日 ― ― ― A
25 1533 天文2年4月12日 明鏡坊 宝寿 ― A
26 1537 天文6年4月5日 当国明石郡江井嶌 教観 西国時始而道伴 A
27 1544 天文13年8月2日… ― 同□（行）2人 西国一見 A
28 1544 天文13年8月15日 九州筑前□□住人 石津弥六衛門 西国卅三所巡礼 A
29 1552 天文21年7月14日 与州 菱田… ― A
30 1555 天文24年7月5日亥剋 ― ― ― A
31 1555 天文24年7月 常陸さ竹 田所弥三郎 ― A
32 1557 弘治3年6月吉日 ― ―（修験者） 奉修求聞持虚空蔵法 H
33 1559 永禄2年卯月12日より ― 同行3人 当行始行新立 C
34 1560 永禄3年 ― ―（修験者） ― H
35 1563 永禄6年7月5日 ― ― ― A
36 1563 永禄6年 ― ― ― A
37 1566 永禄9年5月5日 ― ― 歌/草木成仏 F
38 1566 永禄9年8月3日 ― ― ― E
39 1569 永禄12年 ― ― （奉修求聞持虚空蔵法） H
40 1570 元亀元年6月 ― ―（修験者） ― H
41 1570 元亀元 ― ― 男色 D
179
【表２】壁書一覧
番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
1 1430 永享2年 ― ― □/南無大悲観世音菩薩 B
2 1470 文明2年5月21日 ― ― 花押 E
3 1493 明応2年4月14日・結日21日 ― ― 南無阿弥陀仏 F
4 1493 明応2年 ― ― 開山年/仏像安置年 F
5 1495 明応4年2月21日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠 F
6 1497 明応6年8月19日 ― 栄助同衆 彼岸中参籠/9度参籠所願
成就
F
7 1500 明応9年正月21日 ― 山伏両法女人 諸国一見 F
8 1503 文亀3年6月27日 ― ― 南無阿弥陀仏 F
9 1503 文亀3年8月 ― 栄俊
栄順
彼岸中参籠 F
10 1504 永正元年卯月 ― ― 南無…（貫欠） G
11 1506 永正3年 当国印南群□村 ― 南無阿弥陀仏 A
12 1508 永正5年2月17日 ― 2人 １７日参籠 F
13 1512 永正9年5月16日 ― ― ― H
14 1513 永正10年8月13日 ― ― 彼岸 F
15 1514 永正11年8月吉日 ― ― ― H
16 1514 永正11年8月□日 ― 善円 併御仏意相者… F
17 1515 永正12年5月4日 ― ―（参詣者） ― H
18 1515 永正12年3月24日 ― 22人 ― F
19 1515 永正12年潤2月7日 ― 宗禅入道 17日参籠 F
20 1516 永正13年9月11日 ― 円海
藤徳
17ヶ日参籠 F
21 1527 大永7年 役人専光坊 少弐　大学 ― A
22 1527 大永7年 ― ― ― A
23 1529 享禄2年 ― 純意 南無阿弥陀仏 A
24 1529 享禄2年3月18日 ― ― ― A
25 1533 天文2年4月12日 明鏡坊 宝寿 ― A
26 1537 天文6年4月5日 当国明石郡江井嶌 教観 西国時始而道伴 A
27 1544 天文13年8月2日… ― 同□（行）2人 西国一見 A
28 1544 天文13年8月15日 九州筑前□□住人 石津弥六衛門 西国卅三所巡礼 A
29 1552 天文21年7月14日 与州 菱田… ― A
30 1555 天文24年7月5日亥剋 ― ― ― A
31 1555 天文24年7月 常陸さ竹 田所弥三郎 ― A
32 1557 弘治3年6月吉日 ― ―（修験者） 奉修求聞持虚空蔵法 H
33 1559 永禄2年卯月12日より ― 同行3人 当行始行新立 C
34 1560 永禄3年 ― ―（修験者） ― H
35 1563 永禄6年7月5日 ― ― ― A
36 1563 永禄6年 ― ― ― A
37 1566 永禄9年5月5日 ― ― 歌/草木成仏 F
38 1566 永禄9年8月3日 ― ― ― E
39 1569 永禄12年 ― ― （奉修求聞持虚空蔵法） H
40 1570 元亀元年6月 ― ―（修験者） ― H
41 1570 元亀元 ― ― 男色 D
−49−178
115 ― ― ― 三郎 西国一見伊せうに赤蓮寺
せん
A
116 ― ― 駿河国田中衆 5人 ― A
117 ― ― 下総野田… ― ― A
118 ― ― ― 5人 西国卅三巡礼 A




120 ― ― 美作 本位田右衛門亮 当寺一見之事、両三度に
て候、近比珎重存候
A
121 ― ― 信州佐久野沢 永仁 内山円良…　 A
122 ― ― 和州 ― ― A
123 ― ― 野州ひこ間 ― ― A
124 ― ― 常州 ― ― A
125 ― ― 相州国府 ― ― A
126 ― ― 上総国真行寺真福寺 空相 ― A
127 ― ― 常州 小田 ― A
128 ― ― 長岡 少弐1人 ― A
129 ― ― 雲州国 六郎 ― A
130 ― ― ― ― 南無… B
131 ― ― ― ― 鹿野山/朝光寺 B
132 ― ― ― ― 南… B
133 ― ― ― ― 南無大… B
134 ― ― ― ― 願以比功徳 B
135 ― ― ― ― 奉念誦般若心経1500巻敬
白
B
136 ― ― ― ― 南無阿弥陀仏 F
137 ― ― ― ― 不明 F
138 ― ― ― ― 南無阿弥陀仏 F
139 ― ― ― ― 男色 F
140 ― ― ― ― 歌 F
141 ― ― ― 栄助 17ヶ日参籠 F
142 ― ― ― ― 彼岸日参籠 F
143 ― ― ― 3人 4度参籠 F
144 ― ― ― ― 男色 F
145 ― ― ― 空剛 大乗妙典/かたみの歌 F
146 ― ― ― ― 歌 F
147 ― ― ― ― 南無阿弥陀仏 F
148 ― ― 真□坊 沙門 妙水 当寺知恩院/諸国一見/男
色
F
149 ― ― ― ― 歌 F
150 ― ― ― ― 歌か F
151 ― ― ― ― 歌 F
152 ― ― 高野山 ―（僧） 言得意即身成仏/御まふ
り有之
G
153 ― ― ― ― 歌 G
番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
−50−−51−
78 1832 天保3… ― ― ― O











81 1842 天保13年正月… ― ― ― P
82 1847 弘化4年 備前児島阿津村 源三郎 ― P
83 1851 嘉永4年5月5日 但馬養父十二所村 同行両人 参詣 A
84 1864 元治元年7月19日 ― 荒鹿（清）一 京都長州守に付…
若州様（者）片原御箇（メ）
Q
85 1865 慶応元年9月22日 ― ― ― M
86 ― 丑ノ8月15日 備中賀陽郡長良村 前田官左衛門 ― P
87 ― 卯5月11日 塩本尻 幸治郎 廻 P
88 ― 未2月2日 伊予松山和気郡古唐
村
同行9人 廻り P
89 ― 亥4月17日 備中下津井 □□善介
他4名
八… P
90 ― 亥4月19日9ツ時 阿州徳島新魚町 魚屋幸吉 ― P
91 ― 亥の8月21日 ― ― 寄進 F
92 ― 2月11日 阿州板野郡才田村 田中善太郎 ― P
93 ― 5月23日 ― ― 大国行順 A
94 ― 6月2日 ― ― 7日参籠 F
95 ― 7月6日 さ竹太田 ― ― A
96 ― 7月19日 久下田 木村四ゝ（郎）
六兵衛
― I
97 ― 7月19日 ひこら　さくら うへの新べ□ ― I
98 ― ― 江戸白金5丁目 3人 ― P
99 ― ― 備中西阿知 ― 仙表… P
100 ― ― 備前鹿忍 ― □八 P
101 ― ― 備中　玉嶋□小路 井幸
外4名
― P
102 ― ― 備中倉… ― ― P
103 ― ― 大坂〔　〕横〔　 〕
津各郡□り
― ― P
104 ― ― 紀州若山… ― ― P
105 ― ― 阿波国板野郡御所村 笠井…
他4名
― P
106 ― ― 大坂□難波… ― ― P
107 ― ― 備前国児島郡… ― ― P
108 ― ― 備中松山 ―（商人） 綿岩中伝●（（］に庄）
三靏
P
109 ― ― ― ― 八十八 P
110 ― ― 土州 ― ― P
111 ― ― 水戸… ― ― P
112 ― ― ― ― 修行 M
113 ― ― 常陸 みやけ新二郎 ― A
114 ― ― 出羽長井 ― ― A
番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
177
78 1832 天保3… ― ― ― O











81 1842 天保13年正月… ― ― ― P
82 1847 弘化4年 備前児島阿津村 源三郎 ― P
83 1851 嘉永4年5月5日 但馬養父十二所村 同行両人 参詣 A
84 1864 元治元年7月19日 ― 荒鹿（清）一 京都長州守に付…
若州様（者）片原御箇（メ）
Q
85 1865 慶応元年9月22日 ― ― ― M
86 ― 丑ノ8月15日 備中賀陽郡長良村 前田官左衛門 ― P
87 ― 卯5月11日 塩本尻 幸治郎 廻 P
88 ― 未2月2日 伊予松山和気郡古唐
村
同行9人 廻り P
89 ― 亥4月17日 備中下津井 □□善介
他4名
八… P
90 ― 亥4月19日9ツ時 阿州徳島新魚町 魚屋幸吉 ― P
91 ― 亥の8月21日 ― ― 寄進 F
92 ― 2月11日 阿州板野郡才田村 田中善太郎 ― P
93 ― 5月23日 ― ― 大国行順 A
94 ― 6月2日 ― ― 7日参籠 F
95 ― 7月6日 さ竹太田 ― ― A
96 ― 7月19日 久下田 木村四ゝ（郎）
六兵衛
― I
97 ― 7月19日 ひこら　さくら うへの新べ□ ― I
98 ― ― 江戸白金5丁目 3人 ― P
99 ― ― 備中西阿知 ― 仙表… P
100 ― ― 備前鹿忍 ― □八 P
101 ― ― 備中　玉嶋□小路 井幸
外4名
― P
102 ― ― 備中倉… ― ― P
103 ― ― 大坂〔　〕横〔　 〕
津各郡□り
― ― P
104 ― ― 紀州若山… ― ― P
105 ― ― 阿波国板野郡御所村 笠井…
他4名
― P
106 ― ― 大坂□難波… ― ― P
107 ― ― 備前国児島郡… ― ― P
108 ― ― 備中松山 ―（商人） 綿岩中伝●（（］に庄）
三靏
P
109 ― ― ― ― 八十八 P
110 ― ― 土州 ― ― P
111 ― ― 水戸… ― ― P
112 ― ― ― ― 修行 M
113 ― ― 常陸 みやけ新二郎 ― A
114 ― ― 出羽長井 ― ― A
番号 西暦 和暦 居所 名前・人数 記事 建造物
−51−176
154 ― ― 寶笠寺 ― 不明 G
155 ― ― ― ― 不明 G
156 ― ― ― ―（修験者） ― H
157 ― ― □波 ― ― J
158 ― ― □なかさき西□□
（長崎か）
― ― J







160 ― ― ― 才人　さきち 助うち… K
161 ― ― 遠州… 不明 男色 K
162 ― ― ― 同行5人 男色 K
163 ― ― 下さ川郷　長三 与八 ―（刻書） N
164 ― ― 甲賀郡野田村 小山平右衛門 ― N
165 ― ― ― 長右衛門　など ― N
166 ― ― ― ― お□寺に…/御坊ハ全蔵
（二）て（候）
Q
167 ― ― ― ― …飯盛寺見渡す Q






















































































































































































































































































寺へ参詣する目的だけではなく、西国のさまざまなも を見る と 主目的とした、観光の旅で訪れた参詣者による壁書である この記事が中世の日付でみられることから、中世から観光を目的とした旅が行われてい ことがわかる。　
また、西国は畿内からみて西の国、すなわち中国・四国・九州地方を指す言
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。そのため、ほとんどの に私 苗字があったが、壁書では思い ほか




































































事をみる。中世に比べて近世 記事が増加しているのは、この「参詣」の記事のみであり、中世では一点もみられなかったが、近世には八点に増加している。観光目的の旅人が増加していることから 同じように増加し 記事が観光目的 記事になる ではな かと思わ る。しかし 参詣は先ほど意味を述べたように寺を訪れることを表すの 、表面的には信仰を目的と た旅の参詣者による壁書 みえる。　
そのため、近世の観光を目的とした旅人は、 「一見」と素直に観光であるこ
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一二世紀に建立された浄土堂の内部（ 【図３】 ）は、北側と南側に小部屋があるものの、主に一つの大部屋のみで構成されており、中央の壇上に阿弥陀三尊像が安置されている。仏像の周囲は格子戸が取り囲み、その内部を内陣 している。仏像は東を向くように置かれ、堂の東側 正面入り口となっている。壁書は、中世は主に仏堂内の奥、 背面にあたる壁に書かれていた［①・②］ 。しかし 近 になると、壁書は内陣周辺の格子戸に書かれるようになっている［④］ 。浄土堂の内陣は仏堂の中央部分にあり、参詣者はその周辺を容易に動き回ることができる。そのため、内陣周辺に書く壁書 他の参詣者の目に付きやすくな 。そのような壁書を残した近 参詣者 行動は、中世 に比べて大胆になっていると読み取れる。　
浄土寺において、中世と近世の参詣者の行動に違いがあったが、それ以外の
建造物では中世と近世の壁書の位置に違いがみられるのか。浄土寺以外 建造物は、書かれていた壁書の年代をみ と、大まかに中 壁書が多 建造物と近世の壁書が多い建造物に区別することができた。そ ため、中世壁書の物と 壁書の建造物に分類し、壁書 位置の違い みていく。なお、金剛寺薬師堂は柱材に き付けられていたが小屋束に再利用されている。ゆえに本来の書き付けられていた位置が不明であるため、対象外とす　
中世の壁書がある建造物の興福寺東金堂・円成寺本堂・般若寺経蔵は、建造





され、出釈迦寺では墨書の目立つ白壁にも壁書がされている。永保寺開山堂・飯盛寺本堂・青蓮 阿弥陀堂（ 【図５】 ） 、同じく外陣の柱や内陣の出入口近くに壁書が残されている。吉野水分神社拝殿では、建造物の出入口近くに書かれているが、奥にも壁書がある。神社の例はこの建造物 みのため、別の傾向があるのかもしれない。以上の例 ら、近世の壁書は 内もしくは部屋に入ってすぐに視界に入りそうな位置 あることが多い 思われる。　
兵庫県の浄土寺でみられた壁書の位置 中世と近世の傾向が、他の建造物で












距離 番号 居所 参詣先 記事
100㎞圏内
11 播磨 播磨 南無阿弥陀仏
26 播磨 播磨 西国時始而道伴
200㎞圏内





300㎞圏内 ― ― ― ―
400㎞圏内
28 筑前 播磨 西国卅三所巡礼
42 甲斐 播磨 南無阿弥陀仏
45 上総・下総 大和 西国一見見□□□
47 長門 大和 此表一見□幸
500㎞圏内 31 常陸 播磨 ―
500㎞以上 43 肥後 大和 （歌）
近世
距離 番号 居所 参詣先 記事
100㎞圏内
58 尾張 美濃 尾州名古屋恒豊一見之□
62 大阪 播磨 参詣仕候/村田屋 懇意内
64 播磨 播磨 参ル
67 播磨 播磨 ―
69 阿波 播磨 奉順礼西国三十三所霊
70 若狭 若狭 参詣
73 播磨 播磨 此堂参詣仕候
74 播磨 播磨 ―
76 大阪 播磨 参詣
82 備前 讃岐 ―
83 但馬 播磨 参詣
86 備中 讃岐 ―
88 伊予 讃岐 廻り
89 備中 讃岐 八…
90 阿波 讃岐 ―
92 阿波 讃岐 ―
99 備中 讃岐 仙表…
100 備前 讃岐 □八
101 備中 讃岐 ―
102 備中 讃岐 ―
105 阿波 讃岐 ―
107 備前 讃岐 ―
108 備中 讃岐 綿岩中伝●（（］に庄）三靏
110 土佐 讃岐 ―
200㎞圏内
54 越前 播磨 かた…
79 播磨 讃岐 ―
103 大坂 讃岐 ―
104 紀伊 讃岐 ―
106 大坂 讃岐 ―
300㎞圏内
44 相模 大和 16□□
49 相模 大和 順礼/村衆２人□之□□□
63 遠江 播磨 参候
66 伊勢 讃岐 百人講
400㎞圏内 96 下野 大和 ―
500㎞圏内
50 常陸 播磨 まかへ
68 武蔵 播磨 ―
500㎞以上
80 越後 讃岐 ―
98 江戸 讃岐 ―
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ていたのかを、参詣先に書き付けられていた壁書から明らかにしようとした。その結果、壁書に使われた言葉や書き付けられた位置に参詣者の意識が表れていることが確認できた。中世から信仰目的と観光目的 参詣は行われており、その意識は記事の言葉から明確に判断することができ 。し し、近世 なると表面的には信仰目的に捉え れるような、観光目的を美化する用語を参詣者が使うようになっていた。さらに壁書の位置 ども併せて分析し、中世から変化した、建前上は信仰目的としている近世 人々の参詣意識をうかがうことできた。　
個々の分析のまとめは各章の末尾を参照していただくとして、ここでは壁書
を史料として用いることによって、従来 旅日記を 用し 研究の欠をいかに補うことができたかを整理しておきたい。　
参詣者の意識については、旅の行動ルートから考察されていたが、参詣者が
壁書に使用した言葉から考察することがで 。まず 旅の目的が中世から近世になる つれて、信仰 観光に変化して た は個別 事例で知られていたが、 「南無阿弥陀仏」 「一見」などの記事から れを数量データ 示すことができ 。そして、先行研究では中世における明確な観光の事例は指摘されていなかったが、 「一見」の記事からすでに観光が比較的行われ ことが新たに判明した。さらに、近世 旅人が参詣を表向きの目的としていたのは知られていたが、壁書に使用される言葉が「一見」から「参詣」に変化して ることがわかり、より明確 なった。　
参詣地から定点観測することによって、参詣者の居所による違いが比較でき
−62−−63−




ため、東日本あるいは全国の建築物に残された壁書を研究の対象とすることで、より当時の寺社参詣 おける人々の意識を知ることができるので ないだろうか。また、歌は読み手の感情が込められているものであるが 過去 詠まれた歌が引用されたも や御詠歌・ 「かたみの歌」のよう 参詣に伴 形式的に詠われる歌もある。そのため、信仰目的・観光目的などの分類に当てはめることが難しく、本稿ではこれらの壁書を取り上げることが きなかっ 読み解く でき ば参詣者の意識をより具体的に明らかにすることができるだろう。さらに、第三章第二節 取り上げ 「廻り」 「八十八」 フレーズが四国巡礼特有の言葉になるのかどうかは 四国八十八所寺院の壁書を集 ることで明らかになると思われる。　
本稿を執筆するにあたって、多くの報告書を閲覧 たが、壁書が存在しても













世旅行史の研究―信仰・観光の旅と旅行地域・温泉―』清文堂、二〇一六年、初出二〇〇一年） 。田中智彦『聖地を巡る人と旅』 （岩田書院、二〇〇四年） 。
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14） 大村拓生「戦国期に奈良から尼崎を旅した僧侶たちの記録」 （ 『地域史研究：尼崎市
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14） 大村拓生「戦国期に奈良から尼崎を旅した僧侶たちの記録」 （ 『地域史研究：尼崎市


















































には変わらないが、基本的な動きが されている で、原文を通し まずそれを確認しておくこと 後述史料の理解にとっても有効であると思われる。　
『河内屋可正旧記』巻一「当地開基の事」によれば「当地の境内ハ天文の始
迠ハ茫々たる芝山也、南より北、西より東、往還の道有、 （中略）山城、一須賀、東山、三ケ領にとなりて いつれの領内共しれす、隣郷より土民出て開発し、作をなし小家を造り住居する者五三輩 所謂芝切源左衛門等也、其後次第
く
民屋多く る」とみえる（以下『可正旧記』と略記） 。すなわち大ケ塚は天文年間のはじめまでは芝山で、南北東西に道が通っていただけで、南側は山城村、北側は一須賀村、東側は東山村に接し、どこの領内 も知れない地であったが、その村々から人々が徐々に入り込んで開発 住居するもの 出てきたという。 してその後、 「永禄の始に根来寺の大将宗繁の下知とし 大ケ塚を城にきづき、大将を入をき 根来の大衆 四十軒 す、寺屋敷ハ大念寺の南北 段高き所に有 此時隣郷の村老たる者、村々より一人宛当地 来てかりに住居す、是城主の下知に随ふか故也、此時節 予か先祖壺井源助等河内村より当地 来る、其外此類多し。 」と記されている。永禄の じめ（ 五六〇前後） 、紀州根来寺の大衆が進出してきて、大念寺 南北のやや高台の地 城砦「寺屋敷」を
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